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　全国的に新型コロナウイルス感染拡大の影響がある中ではあったが、大会前後の抗体検査や大会参加者の制限等の感染対策を施したうえで９月９日・１０日の２日間にかけてシーパレス豊橋で第５３回検数労連定期全国大会を開催し、２０年度運動の到達点と総括、２１年度運動方針（案）について活発な論議を交わした。


　このような制約が設けられた大会ではあったが、全労連をはじめとする共闘関係の各団体や、全国港湾をはじめとする各地域港湾及び中央単産や検数共闘関係の仲間から激励のメッセージを多数いただいた。


紙面上ではありますが厚くお礼を申し上げさせていただきます。





【２０年度経過と総括】


　２０年度の運動経過では昨年からのコロナ禍の厳しい状況下ではあったが、職場要求の実現を目指す粘り強いたたかいを構築してきた。経済闘争ではコロナ感染拡大を理由とした賃金引き上げの抑制に歯止めを掛け、２０冬季一時金は前年比マイナスであったものの、２１春闘や２１夏季一時金闘争では全国団結の成果で前年比プラス回答を勝ち取ることができた。


　今日までの一年間、コロナ禍で日常活動の制限が余儀なくされる状況下ではあったが、要求の前進に向け工夫をしながら運動を進めてきた。しかしながら前進するまでに至らなかった課題もあることから、引き続き各諸要求の前進に向け、全国団結で前進させていく























































































































『仕事と収入の確保』『組織の拡大と強化』を日常活動の中心に２１年度運動方針を実践しよう！





ことが重要となる。


　各地域からの意見では組織強化の報告として日検関係指定事業体労組との協議会結成や、コロナ禍での現場作業の実態報告。ワクチン接種に対する各地域の実態と『特別休暇』に対する統一要求。２１春闘時の各地域の行動の報告や、組織強化拡大としてのＳＮＳの活用など、議案への補強意見が中心に出された。





【２１年度運動方針】


　職場の切実な要求や諸課題の前進に向けて全組合員の声を反映させながら、全国港湾・全労連・交運共闘などとの共同行動に積極的に参加し検数労連運動の前進をはかるために、次のような運動方針が提案された。


①産別諸課題の前進。


②組合員の生活安定に向けた経済闘争の前進。


③日常活動の活性化と次世代幹部育成と女性組合員の積極的な行動参加。


④組織強化・拡大の取り組み強化。⑤通年課題となっている『仕事と収入の確保』運動と、人員増に対する　労使共通認識。


⑥暮らしと雇用、平和を守る運動の展開。憲法を守り活かす政治への転換を目指すべく、辺野古新基地建設反対の取り組みと、今秋に開催される衆議院議員選挙に向けた取り組みなど、菅政治の暴走政策にストップをかけるべく国民的共同行への参加。





【各地域からの意見】


　各地域からの意見として、経済闘





































































































争では新型コロナ感染症の影響が続いている中で、これまでの闘争は厳しい状況で推移してきた。今大会以降、早々にもスタートする冬季一時金闘争では粘り強い交渉のもとで要求に近づける交渉の構築を強く求める。


　一時金でのプラスアルファ回答について、職場では理解できないとの声が年々大きくなっていることから、各企業間や支部間での要求していない格差回答には両協会に対し交渉前段で強く反対の主張をしてほしい。


　組織拡大での再雇用者の組織化について、春闘の賃上げがない現状での労連加入については厳しい状態であることから、組織化については組合費等々の十分な内部検討が必要。


　『検数労働の魅力』を高めるには、賃金や労働条件はもちろんのことだが、福利厚生の充実も必要と考える。よって、要求項目に福利厚生に係る要求も入れてほしい。


　長時間労働対策について、時短員会の設置だけではなく、地区の長時間労働の実態や運用等の取り組みを調査し、春闘要求に反映してほしい。


　平和と民主主義の課題について、国民投票法が可決されたが、今後、憲法問題を組合としてどのようなスタンスで取り組もうとしているのが教えてほしい。


　その他、たくさんの意見や質問等が出され活発な議論がされたのち、最終的には全体の拍手をもって２１年度運動方針を確認し、第５３回検数労連定期全国大会は成功裏に終わった。








































































































【２１年度中央役員体制】


中央執行委員長　　瀬戸　修　　（再）


中央副執行委員長　山田　拓　　（再）


　　　同　　　　　石橋　覚　　（新）


中央書記長　　　　光部　泰宏　（再）


中央書記次長　　　石渡　周二　（再）


会計監査　　　　　小室　平次　（再）


　　　同　　　　　福田　亮　　（再）





※右記のメンバーで２０２１年度も要求の前進に向け精一杯頑張りますので宜しくお願い致します。
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